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私立幼稚園職員を対象に実効のある保育目標明確化の
必要性を説明するための資料の概要の開発
横松　友義
　わが国の幼稚園教育において，カリキュラムマネジメントをさらに発展させていくために
は，幼稚園現場の職員に対する，実効のある保育目標明確化の必要性が理解できる説明資料
を開発することが不可欠であるといえる。そこで，本研究では，その最初の段階として，私
立幼稚園職員を対象に，その過半数にそのことが理解できる説明資料の概要をアクション・
リサーチにより開発している。その概要に含まれる項目は，各幼稚園において実効のある保
育目標明確化の必要性が生じた政策的背景，幼稚園の保育目標にかかわる法的規定，これま
でに開発されている実効のある保育目標の明確化手順，保護者が実効のある保育目標を共有
することによって保育についての共通理解と子育てへの意欲が促される可能性，保育者が実
効のある保育目標を共有することによって保育についての共通理解と意欲とが促される可能
性である。
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１．研究目的
　今日，わが国の各幼稚園には，組織として，自園
の幼児教育の質的向上に努めると共に，家庭及び地
域全体の幼児教育の質的向上を担う幼児教育のセン
ターになることが求められている。その実現に向け
て，2007年改正の学校教育法及び同法施行規則に
より，各幼稚園には，自己評価とその結果公表，保
護者等幼稚園関係者による評価及びその結果公表へ
の努力，評価結果の設置者への報告が，義務づけら
れている。さらに，2008年に，文部科学省により
『学校評価ガイドライン』1）が公表され，PDCA
（Plan→Do→Check→Action）サイクルという経
営学の考え方が導入されている。その考え方は，周
知の通り「目標管理」と呼ばれ，明確で適切な目標
を設定し，その目標を達成するためにPDCAサイ
クルを回すというものである。こうした流れの中で，
今日では，幼稚園カリキュラムに目標管理の考え方
を導入するカリキュラムマネジメントが，概説書レ
ベルでも取り上げられるようになっている2）。
　しかし，わが国における幼稚園カリキュラムマネ
ジメントに関する研究は，ほとんど進んでいないと
いえる。その原因として，山中ら3）は，わが国にお
ける最初の幼稚園カリキュラムマネジメント研究と
考えられる2009年の「幼稚園における実効のある
保育目標の明確化手順の開発―私立清和幼稚園での
アクション・リサーチ―」において，「実際に効力
のある保育目標を明確化しようとする努力が，重視
されてこなかったこと」をあげている。
　このことについては，例えば，若月4）は，幼稚園・
保育所という「実際の保育現場では保育目標に掲げ
ている目標は単なる飾りで，絵に描いたもちになっ
ているような場合が多い。また保育目標と保育内容
の大きなズレもある」と主張する。さらには，岡田
ら5）は，「成果指標や目標が抽象的に表現される傾
向」が強い等の理由から「目標管理的視点に立つ経
営改善手法」が「幼稚園にはなじまないのではない
か」という立場を示している。この幼稚園の保育目
標が抽象的に表現される傾向が強いことは，幼稚園
保育目標を県レベルで調査した中野の論文6）や筆者
の見聞からも認められる。こうした中で，山中ら7）
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は，結局のところ，保育実践から遊離しやすい抽象
的な保育目標が設定される状況が放置されたまま
で，実効のある保育目標を明確化する努力が重視さ
れてこなかったととらえている。
　したがって，山中ら8）は，今日の幼稚園において，
実効のある保育目標を明確化することは，必要であ
ると考えると共に，そのことを可能にする一つの手
順をアクション・リサーチにより開発している。す
なわち，園内からカリキュラム，保育実践記録等を
収集し，保育実践に関する聞き取りも行い，それら
の資料から保育目標案を導き出し，その保育目標案
を教育基本法の観点（教育の目的である人格完成へ
至るための基礎を培うという観点）と学校教育法の
観点（５領域にわたる幼児の心身の発達を助長する
という観点）から検討して必要な修正を加えて明確
化するという，実効のある保育目標を明確化する一
つの手順を開発しているわけである。
　この実効のある保育目標は，園内の保育実践で実
際に目指していることを明らかにしているので，園
の保育実践全体が実際に目指していくことを示す不
可欠なものになるだけでなく，幼稚園教育法規の観
点から検討・修正されているものなので，その正当
性も保証されることになるといえる。
　続いて，横松は，2014年の論文「幼稚園におけ
る『実効のある保育目標』が教育の目的という観点
から納得できることの重要性」9）において，この「実
効のある保育目標」が教育基本法の教育の目的とい
う観点から納得できるということの重要性について
考察し，次の結論を得ている。「第１に，その園の
保育についての考え方が，その背景にある教育の目
的ないし人生の目標と関連づけられることによっ
て，保育者は幼児を導く一定の方向性を得ることが
できるので，園の保育についての考え方をより深く
より連関性のあるものにすることができる。第２に，
幼児の向かう方向性を見通した上で幼児を導くとい
う考え方を持てることにより，園の保育についての
保護者の共通理解を促し，園の保育についての保護
者の共感を促したり保護者の保育にかかわる意欲を
高めたりすることが期待できる。第３に，幼児の向
かう方向性を見通した上で幼児を導くという考え方
を持てることにより，園の保育についての保育者た
ちの共通理解と実践意欲を促すことが期待できる。」
　なお，こうした実効のある保育目標は，年間，期
間の指導計画の目標へと具体化されていくが，実践
の段階に至ると，個々の保育者による発達助長や協
働の視点が重視されることになるので，それらと統
合される必要がある。その統合の手順を開発するこ
とは，今後の課題となるが，実効のある保育目標は
単純に具体化されていくと誤解されることがあるの
で，あえてこの点を最初に確認しておきたい。
　要は，わが国の幼稚園教育において，さらに，カ
リキュラムマネジメントを発展させていくために
は，実効のある保育目標の明確化について，それが
可能であることを示しつつ，今日必要になっている
ことを幼稚園現場の職員に説明する資料を開発し，
そうした理解を広げていくことが，不可欠であると
考えられるのである。
　筆者は，まずは山中10）の手順の開発された私立
幼稚園の職員を対象として想定し，幼稚園，あるい
は，幼稚園と教育面で整合する保育所における実効
のある保育目標にかかわる既存資料から必要な内容
を選択・構成しながら，実効のある保育目標の明確
化について，そのことが可能であることを示しつつ，
今日必要となっていることを説明できる資料の開発
を目指している。
　そこで，本研究では，その最初の段階として，私
立幼稚園職員を対象に，その過半数に実効のある保
育目標明確化の必要性が理解できる説明資料の概要
を開発することを目的とする。その概要を元により
詳しい説明資料を作成し，それを用いて対象職員に
説明した結果，実効のある保育目標明確化の必要性
がその過半数に理解できれば，その概要は，実効の
ある保育目標の必要性を説明するという実践そのこ
とを質的に向上させていくための出発点として十分
に存在意義があると考えられる。本研究では，一般
化された法則を明らかにすることよりもむしろ，現
実の変革を目指している。現場変革のための知識を
生み出し，普及させることにより，他者に活用され，
さらに有用な知識が生み出されることを目指してい
るわけである。
２．研究方法
　研究方法として，一般化された法則を明らかにす
ることよりもむしろ，現実の変革を目指すアクショ
ン・リサーチを実施する。その計画の概要は，次の
通りである。まず，必要と考えられる説明資料の概
要を構想し，それを元に実際のより詳しい説明資料
を作成する。次に，実効のある保育目標明確化手順
の開発の際に特に重視されるであろう３点，つまり，
園長（あるいは理事長）の見解，職員による協議，
保護者・地域の声それぞれについて，近隣の他園と
比較してより重視していると言われる私立幼稚園を
選定し，リサーチ実施園の経営条件の多様性を確保
した上で，それらの園の職員を対象に，作成資料を
用いて実際に説明する。そして，それらの職員の過
半数に実効のある保育目標の必要性が理解できるこ
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とを検証できた段階で，その元にある説明資料の概
要が開発できたと判断することにする。
　対象となる私立幼稚園職員の決定手順については，
次の通りである。筆者は，最終的には，実効のある
保育目標明確化手順の開発・類型化を目指しており，
その際に特に重視されるであろう点として，前述の
３点に注目している。そこで，岡山市と倉敷市それ
ぞれにおいて，その各点について，他園と比較して
より重視していると言われる園，合計６園に，実効
のある保育目標明確化手順の開発・類型化のための
アクション・リサーチの実施依頼をし，承諾を得て
いる。それら６園の職員を説明の対象としている。
　さらに，アクション・リサーチ結果を解釈・検討
する観点について明確にしておく。前述のように，
アクション・リサーチは，一般化された法則を明ら
かにすることよりもむしろ，現実の変革を目指すも
のなので，秋田が整理しているように，結果につい
ては，問題解消の「有効性」，コスト・パフォーマ
ンス等からの「実用性」，場を共有する人や類似場
面にいる人の「受容性」の観点から解釈すると共に，
その検討は，「同じデータを分析したときにどの程
度同じ結論にいたるかという内的一貫性としての信
頼性」の観点から行う11）ことが妥当であるといえる。
その成果は，他者に受容・活用されていくことをと
おして，より適用範囲の広い，より一般的なものへ
と発展していく。
３ ．実効のある保育目標明確化の必要性を説明する
ための資料の概要
　選定私立幼稚園の職員を対象に，実効のある保育
目標の明確化が可能であることを示しつつ，その必
要性を説明するための資料の概要として，以下の１）
から５）を考案している。
　なお，前述の横松12）は，実効のある保育目標が
教育基本法の教育の目的という観点から納得できる
ことの重要性について考察し，次の結論を得ている。
「第１に，その園の保育についての考え方が，その
背景にある教育の目的ないし人生の目標と関連づけ
られることによって，保育者は幼児を導く一定の方
向性を得ることができるので，園の保育についての
考え方をより深くより連関性のあるものにすること
ができる。」彼のこの考察は，教育の目的ないし人
生の目標とのかかわりで保育目標を明確化すること
そのことの重要性に関する倉橋惣三の考え方から得
られたものであり，保育目標明確化にかかわる根本
考察といえ，一度の説明ですぐに理解するのは難し
い内容であると考えられる。したがって，横松のこ
の考察は，実用性の観点からすれば，本研究で開発
しようとする説明資料の概要には，加える必要はな
いと考えられる。
１ ）各幼稚園において実効のある保育目標を明確に
する必要性が生じた政策的背景
　⑴　選択した既存資料について
　ここでは，幼稚園において実効のある保育目標が
必要になった政策的背景を示すと考えられる，文部
科学省等の公表資料の内容を選択・構成しながら，
説明内容を構想している。
　⑵　説明内容
　今日の各幼稚園では，法令に従い，創意工夫を生
かして，実効のある保育目標を明確にした上で，そ
の実現のために，教育課程を編成し，保育を実践し，
さらに，評価・改善を行うことと共に，その結果を
保護者及び地域の人々に公表して，園への理解・信
頼・協力を得ていくことが必要であるといえる。そ
の背景には，以下に述べる地方分権の進行と少子化
への対応がある。
　地方分権の進行については，1998年の中央教育
審議会答申「今後の地方教育行政の在り方について」
が公表され，各学校の裁量幅を広げ，特色のある教
育の展開が求められ，続いて同年に改訂された幼稚
園教育要領では，「第1章　総則」の「3　教育課程
の編成」において，「各」幼稚園において「創意工
夫を生かし」ということが，新たに強調されること
になった13）。
　少子化への対応については，2000年の中央教育審
議会の報告「少子化と教育について」が公表され，
その中で，「社会全体で子どもを育てていくのだとい
う視点をはっきり打ち出すことが必要である」とい
う基本的な考え方に基づき，「幼児教育の専門施設
である幼稚園を中核に，家庭，地域社会における幼
児の教育をも視野に入れて，幼児教育の全体につい
ての施策を総合的に展開すること」が求められた14）。
　この内容を受けて公表されたのが，幼児教育の振
興に関する調査研究協力者会合による2001年の報
告，「幼児教育の充実に向けて～幼児教育振興プロ
グラム（仮称）の策定に向けて～（報告）」15）である。
その中で，「幼稚園教育要領の理解」を「推進」し，
「保護者，地域の人々の理解・協力」を得ることが
目指されており，その実現のために次のことが述べ
られている。「各幼稚園においては」，「具体的な教
育課程の編成状況」，「事実としての教育課程の実施
状況」，「指導方法や指導体制の工夫改善の状況」，「年
度当初に立てられた指導目標がどの程度実現された
か…の状況」などの「自己点検・自己評価を行い，
指導の改善に生かす必要がある」。また，「その結果
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を保護者や地域の人々へ十分説明し，意見を聞くこ
とにより，幼稚園教育への信頼を高めていくことが
重要である」。
　幼稚園が，組織として，教育課程関係を含む園の
運営状況について自己評価を行い，その結果を公表
するということは，その後，法令に明記されると共
に，強化されることになる。まず，2002年に幼稚
園設置基準が改正され，「各幼稚園は自己評価とそ
の結果の公表に努める」と共に，「保護者などに対
する情報提供について，積極的に行う」こととされ
た16）。その後，2006年に教育基本法が改正され，
2007年に学校教育法及び同法施行規則が改正され，
幼稚園には，法令上，「幼稚園の教育活動その他の
幼稚園の運営の状況について自己評価を行い，その
結果を公表すること」，「保護者などの幼稚園の関係
者による評価（「学校関係者評価」）を行うとともに
その結果を公表するよう努めること」，「自己評価の
結果･学校関係者評価の結果を設置者に報告するこ
と」が必要になった17）。
　そして，この学校評価とのかかわりで，2008年
に文部科学省より公表された『幼稚園における学校
評価ガイドライン』18）において，「実効性ある」目
標を設定して，PDCA（Plan［目標］→Do［実行］
→Check［評価］→Action［改善］）サイクルを回
すという考え方が導入されている。
　今日重視されるに至った，目標を実効のあるもの
にすることを求める上で，要は，まず，幼稚園運営
にかかわる諸目標の元になっている保育目標を実効
のあるものにした上で，その実現のために，より短
期の指導上の，あるいは，より具体的な組織運営上
の実効のある目標を設定して計画し，実践あるいは
実行し，目指す目標を根拠に評価・改善を推進して
いくことが必要であると考える。なぜなら，保育目
標が，絵に描いた餅のように，実際には効力を持た
ない場合，保育目標を具体化していくことが困難に
なり，保育目標を実現するためのものである計画と
実践あるいは実行も，保育目標から遊離し，評価も
明確な根拠がないので，改善内容についても，論理
的に導き出すことが困難になるからである。加えて，
保護者及び地域の人々に，一貫性を持って園の保育
実践について説明することが困難になり，そのこと
は，園への理解・信頼・協力を促す上での支障にな
る危険性があるからである。
２）幼稚園の保育目標にかかわる法的規定
　⑴　選択した既存資料について
　この点については，山中ら19）が整理しているので，
彼らの論文の内容を選択・構成する形で，説明内容
を構想している。
　⑵　説明内容
　まず，教育基本法によれば，わが国の教育の目的
は「人格の完成」であり，幼児期の教育の目的は，「人
格形成の基礎を培う」ことである。したがって，わ
が国の幼稚園教育の目的は，人格完成に至るための
基礎を培うことである。人格完成へ至るまでの発達
過程とその基礎は，教育基本法では具体的に示され
ていないので，その内容は各幼稚園で理解に至る必
要があると考える。
　次に，学校教育法では，第22条に幼稚園の目的
に関する規定が，第23条に幼稚園の目標に関する
規定がある。学校教育法第22条では，「幼稚園は，
義務教育及びその後の教育の基礎を培うものとし
て，幼児を保育し，幼児の健やかな成長のために適
当な環境を与えて，その心身の発達を助長すること
を目的とする」，つまり，小学校以上の育ちにつな
がるために，人的物的条件の整備をし，幼児の心身
の発達を助長することを目的にする必要がある。
　また，学校教育法第23条では，幼稚園教育の目
標として，五つの項目があり，それぞれが幼稚園教
育要領の，健康，人間関係，環境，言葉，表現に対
応する内容になっている。ここから各園の保育目標
には，この五つの目標内容と整合性がなければなら
ないことになる。
３ ）これまでに開発されている実効のある保育目標
の明確化手順
　⑴　選択した既存資料について
　この点については，わが国の幼稚園において初め
て実効のある保育目標の明確化手順を開発した山中
ら20）の内容を選択・構成する形で，説明内容を構
想している。
　⑵　説明内容
　山中らは，私立清和幼稚園で，各保育内容の関係
が不明確である，設定されている保育目標では幼児
期の育ちをとらえきれないなどの問題状況を解決す
ることを意識して，実効のある保育目標の明確化手
順を開発するためのアクション・リサーチを実施し
ている。この研究では，渡邊ら21）が保育所で定義
した「実効のある保育目標」，すなわち，「保育の実
際に対応し，しかも，所属保育士に納得できる保育
目標」を参考にして，私立清和幼稚園における，保
育の実際に対応し，しかも，所属保育者に納得でき
る保育目標を明確化しようとしている。
　開発された幼稚園における実効のある保育目標の
明確化手順は，次の通りである。園の保育実践に関
する資料を収集し，その資料から保育目標案を設定
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する。保育目標案については，収集資料の内から次
の条件を満たすものを該当するものとする。育てる
ことが必要であると何度も強調されている事がら。
子どもに育っている力として強調されている力を育
てる事がら。日常的に繰り返されている事がら。映
像に記録されている事がら。これらの条件の一つ以
上を満たしているといえるものを保育目標案とす
る。その上で，人格完成へ至るための基礎を培うと
いう教育基本法の観点と５領域にわたる幼児の心身
の発達を助長するという学校教育法の観点から，保
育目標案を批判的に検討し，必要なら修正を加えて
明確化していく。その際，教育基本法における幼児
期の教育の規定についての理解を深めるために，人
格完成へ至る過程と人格完成へ至るための基礎につ
いての理解を深めるための参考資料を収集・活用す
る。この時は，エリック・エリクソン及びジョアン・
エリクソンによる発達課題のとらえ方，孔子による
人間の成熟過程のとらえ方についての資料が収集・
活用されている。これらは，人格完成へ至る人間で
あれば，当然達成していると考えられる，人格完成
へ至るための必要条件を示すものとして参考資料に
されている。また，私立清和幼稚園の経営方針で，
保育目標の妥当性を決定するのは園長であるので，
法規を踏まえて実効のある保育目標を確定するため
の検討・修正作業は，園長の承認によって終了して
いる。
　なお，この手順により，当初「意欲のある子ども」
であった私立清和幼稚園の保育目標は，次のように
修正された。イ）「人として自立した生活を営むた
めに，基本的生活習慣や生活リズムを身に付ける。」
ロ）「身体を目いっぱい使って活動することを通し
て，体力や気力を養う。」ハ）「自然事象や美しいも
のに触れることによって五感を開く。」22） ニ）「美し
いものや感動したものを表現しようとする意欲を養
う。」ホ）「他人の気持ちや考えを尊重する心や態度
を養う。」へ）「日本の伝統的な文化に親しむ心を養
う。」ト）「他の生物の命を頂くことによって，自分
の命が維持されていることに感謝する心を養う。」
４ ）保護者が実効のある保育目標を共有することに
よって保育についての共通理解と子育てへの意欲
が促される可能性
　⑴　選択した既存資料について
　保護者が実効のある保育目標を共有することによ
って生じる，保育にかかわる効果については，幼稚
園関係での研究は見いだすことができない。
　しかし，私立御南保育園で，渡邊ら23）が，その
種の研究を行っている。同園では，私立清和幼稚園
とほぼ同手順で，すなわち，園の保育に関する資料
から保育目標案を導き出し，導き出された保育目標
案を教育基本法の観点から検討・修正することを繰
り返し，園長と副園長の承認によって終了するとい
う手順で，実効のある保育目標についてのとらえ方
を明確にしている。その2008年６月時点でのとら
え方は，次のとおりである。実効のある保育目標の
背景にある人格形成観としては，発達課題について
のエリック・エリクソンの考え方、30歳から70歳
にかけての自らの発達について語った孔子の言葉、
80歳代後半以降の発達課題についてのジョアン・
エリクソンの考え方に関する解釈が取り上げられ
る。その人格形成観を背景に持ちながら，人格完成
に至るための基礎を培うものとして，次の保育目標
が設定される。イ）「表現しきれる体力・気力」を
育てる。ロ）「自分で自分の生活を営んでいく力を
つける」。ハ）「他を応援する、年下の子のために仕
事をする子に育てる」。ニ）「『いただきます』の心
を育てる」。ホ）「自然のサイクルや自然に生かされ
ている感覚を育てる」。ヘ）「美しい自然、すばらし
い自然、自然の中での驚きを感じる感性（ｾﾝｽｵﾌﾞﾜﾝ
ﾀﾞｰ）を育てる」。ト）「感動したものを表現する心
を育てる」。チ）「保護者の方々と共に子どもたちを
育てたい」。この時点での私立御南保育園の保育目
標には，幼稚園教育の目標と一致する教育面の目標
と保護者との連携にかかわる目標が取り上げられて
おり，前者を教育の目標，後者をその実現のための
配慮事項ととらえれば，幼稚園の教育目標と同内容
ととらえることができる。しかも，その内容は，教
育基本法の観点から検討・修正された上で成立した
ものである。したがって，少なくとも，乳幼児を対
象にした教育面の目標を園内の保育に関する資料か
ら導き出し，それを教育基本法の観点から検討・修
正して保育目標を明確化した上で，保護者と共有す
ることの意義について示唆を得ることができると考
える。
　ここでは，彼らの論文の内容を選択・構成する形
で，説明内容を構想している。
　⑵　説明内容
　①先行調査の手続き
　私立御南保育園では，2008年６月21日に，約１
時間30分，この実効のある保育目標についてのと
らえ方を講演会の形で保護者に具体例を挙げながら
解説した後に，感想等について問う自由記述式アン
ケートを実施している。アンケート用紙（Ａ５用紙
１枚）には，「─保護者の皆様へアンケート記入のお
願い─」と題して，「今日の講演の感想や親として参
考になったこと，また質問など，このアンケート用
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紙にご記入下さいますよう，よろしくお願いいたし
ます。」と記入されている。講演参加者は約120名で
あり，当日に，89名から用紙を回収している。回収
率は約74％である。
　②回答内容の分析の観点
　a) 講演後，保護者は，園の保育目標ないしその背
景にある人格形成観について，理解を強化した
り広げたり深めたりしているか。
　b) 講演後，保護者は，園の保育目標ないしその背
景にある人格形成観について，価値を感じてい
るか。
　c) 講演後，保護者は，園の保育への協力意欲を示
しているか。
　d) 講演後，保護者は，子育てへの意欲を示してい
るか。
　③分析の基準
　a) ～ d)に関する記述内容に注目し，その中に次
のキーワードがあり，しかもそのキーワードを肯定
的に記述している保護者を該当者としている。
　a)… 「理解」「確認」「認識」「分かる」「知る」「気
づく」「窺える」「聞くのは初めて」「教えて
いただく」「学ぶ」「勉強になる」「参考になる」
「ヒントになる」「考え直す」「考えさせられる」
「考えることができた」「人生の課題をもらう」
「（講演内容についてそうである）と思う」「（講
演内容についての自分の理解をそのまま記
述）」
　b)… 「すばらしい」「すてき」「幸せ」「ラッキー」
「うれしい」「楽しみ」「安心」「感動」「感心」
「感謝」「ありがとう」「ありがたい」「意義深
い」「重要」「必要」「大切」「大事」「よい or 
いい」「ためになる」「（自分の）今後につな
がる」「身になる」「本当」「納得」「共感」「実
感」「（講演内容についてそうであると）感じ
る or 実感する」「身にしみる」「（この園にし
て）間違いでない」「このような活動をお願
いしたい」「（子どもたちが）うらやましい」
　c)… 「協力」「手助け」「恩返し」「先生方と力を
合わせ」
　d)… 「がんばる」「～したい（［動詞＋たい］を含
む）」「～してみたい」「～していく（［動詞＋
ていく］を含む）」「～しないといけない（［動
詞＋ないといけない］を含む）」「～していけ
たらと思う」「（自分が）少しでも変われたら」
（※「～しないといけないことが分かる」と
いうように「分かる」内容として記述されて
いる場合除外している。）
　なお，講演後発生した意識を対象にするので，「す
でに実感していること」とか「思っていた」とかの
過去の意識についての記述内容は除外している。
　④結果及び考察における注目点
　第１に，約98％（87名）の保護者が，a)からd)
に述べた４点の内の最低１点について肯定的に記述
している。価値実感や意欲は，何らかの理解の上で
生じるので，ほぼ全員の保護者に，程度の差はあれ，
園の保育目標ないしその背景にある人格形成観につ
いての理解が生じているといえる。
　第２に，約79％（70名）の保護者が，b)からd)
に述べた３点の内の最低１点について肯定的に記述
し，程度の差はあれ，価値実感あるいは意欲を示し
ている。
　園の保育目標ないしその背景にある人格形成観に
ついての理解がより進み、その価値を実感できてい
ることで、このような結果が生まれていると考えら
れる。
５ ）保育者が実効のある保育目標を共有することに
よって保育についての共通理解と意欲とが促され
る可能性
　⑴　選択した既存資料について
　所属保育者が実効のある保育目標を共有すること
によって生じる，保育にかかわる効果についても，
幼稚園関係では先行研究を見いだすことができない。
　しかし，私立御南保育園で，横松ら24）が，４）
で取り上げた実効のある保育目標についてのとらえ
方を所属保育士に解説することの効果について調査
している。少なくとも，乳幼児を対象にした教育面
の目標を園内の保育に関する資料から導き出し，そ
れを教育基本法の観点から検討・修正して保育目標
を明確化した上で，所属保育者と共有することの意
義について示唆を得ることができるといえる。
　ここでは，彼らの論文の内容を選択・構成する形
で，説明内容を構想している。
　⑵　説明内容
　①先行調査の手続き
　私立御南保育園では，2008年６月26日に，２年
目以上の正規職員の保育士16名を対象に，４）で
実施した保護者対象講演会のビデオを見た上で，「①
園の保育についての理解が深まったか」，「②今後の
保育についてどう考えるか」を問う自由記述式アン
ケートを実施している。回答は，２～３日中に，任
意の書式でＡ４用紙１枚で提出するように依頼し，
16名全員より回収している。
　②回答内容の分析・考察方法
　園の保育実践の推進に影響を与えると考えられる
記述内容に注目し，同様なテーマごとに分類し，そ
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のまとまりごとに要約的な概念がつけられて，最後
に総括がなされている。
　③結果及び考察における注目点
　第１に，「園の目標についての認識強化と理解深
化」にかかわる記述が，16名全員に見られている。
その例として，次の回答が上げられている。「１年目，
２年目に感じていた＂御南保育園の保育はすごい＂
という思いが，年数を重ねるごとに当たり前のよう
に感じはじめたことに気づかされ，自分の行ってい
る保育の根底には何があるのか再認識できた。」
　第２に，「園の保育の推進」にかかわる記述が，
12名に見られている。その例として，次の回答が上
げられている。（「美しい自然，すばらしい自然，自
然の中での驚きを感じる感性（ｾﾝｽｵﾌﾞﾜﾝﾀﾞｰ）を育
てる」という保育目標とのかかわりで，）「自然，自
然といっても，年齢によって感じ方や体験の範囲や
取り入れ方なども変わってきます。自分自身が機会
を逃すことなく，それぞれの年齢にあった接し方で，
子どもの心にすーっと入っていくような言葉でしっ
かり伝えていきたいな，と思いました。そして，み
んな家族という思いで，園全体で子ども達の豊かな
感性を育てていけられたらいいな，と思います。」
　第３に，「自己向上への意欲」にかかわる記述が，
８名に見られている。その例として，次の回答が上
げられている。「自分自身も小さな自然の変化に気
付いたり雄大な自然を感じたりしながら保育者とし
て，人として自分を磨いていけたらと思います。」
　第４に，「すばらしさの実感，誇り，自信，幸せ，
感謝」にかかわる記述が，６名に見られている。そ
の例として，次の回答が上げられている。「普通に
当たり前のこととして行っている保育に，体力，気
力，謙虚さ，感性を育てることが含まれていること
を…改めて気付き，誇りに感じると同時に自信にも
つながりました。」
　第５に，総括において，次のことが述べられてい
る。園において実効のある保育目標が明確になり，
確認できたことで，保育士集団内に，園の保育目標
についての共通理解と園の保育士として保育を推進
する主体性が強まり，自己向上への意識も加わり，
園の保育の質的向上が期待できる意識変化が生じて
いるといえる。
４．説明資料を用いた各園内研修の実施
　３の１）から５）に関して，選択した既存資料を
活用しながら「⑵　説明内容」についてより詳しく
説明した資料を作成した上で，各選定私立幼稚園に
おいて対象職員に配付し，「なぜ各幼稚園において
『実効のある保育目標』を明確化する必要があるの
か」と題して，約１時間，そのことを説明する園内
研修を行った。2012年６月11日から７月２日まで
の間に，合計57名を対象に実施した（途中退出し
た職員は含まない）。その際，より分かりやすくす
るために，例えば，次のような話も挿入した。貯金
の目標額を，沢山のお金，100万円，10年間で100
万円と設定した場合，１年間に10万円貯蓄するこ
とを目指すことが妥当であるかどうかは，最後の設
定目標額以外では判断できない。最終目標が具体的
であるほど，その実現のために，より具体的な目標
を設定することが可能になる。
５．研修内容の分かりやすさに関する調査の実施
１）調査の手続き
　研修後，アンケートを実施した。まず，実効のあ
る保育目標が必要となる次の理由は，分かりやすか
ったかを問うた。a)明確な根拠を持って，保育の計
画・実践・評価・改善を進めることができる。b)園
の運営状況についての評価結果を，より分かりやす
く保護者や地域の人々に公表でき，園への理解等を
得ていくことが，行いやすくなる。c)園の保育が，
保護者に分かりやすくなる。d)園の保育が，保育者
に分かりやすくなり，園の保育を推進しやすくなる。
　続いて，研修内容で分かりにくかった所を具体的
に記述することを求めた。
２）結果と考察
　分かりやすかったと評価した職員は，a)約84％，
b)約60％，c)約61％，d)約79％である。保育実践
に直接かかわるa)とd)については，約８割が分か
りやすかったと回答し，保護者や地域の人々にかか
わるb)とc)についても，６割以上が分かりやすか
ったと回答している。
　分かりにくさについて記述しているのは，約26
％である。その具体的内容は，資料内の分かりにく
い部分を具体的に示している（８名），説明のテン
ポが速い（２名），言葉や言い回しが難しい（２名），
より簡潔に説明してほしい（１名），資料が見にく
い（１名），自分の理解が合っているか質問する（１
名），自分の理解が合っているか不安である（１名），
他園の例だけでなく自園内で実感できる内容を希望
する（１名）である。最後の点以外は，説明資料の
内容や説明そのことを工夫すれば，解消できると考
えられる。つまり，３の１）から５）に関して，選
択既存資料を活用しながら「⑵　説明内容」をより
詳しく説明する資料を作成する際に，より分かりや
すくするための説明を加えたり，より平易な言葉を
用いてより簡潔に説明したり，あるいは，作成資料
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に基づいて説明する際に，よりゆっくりと説明した
りすれば，さらに多くの私立幼稚園保育者が，a)
～ d)の保育実践そのこと及び保護者・地域の人々
にかかわる「実効のある保育目標」明確化の必要な
理由を理解できたと考えられる。
６．総括と限定性に関する考察
　本研究では，岡山市と倉敷市という二つの市にお
いて，実効のある保育目標明確化手順の開発の際に
特に重視されるであろう３点，つまり，園長（ある
いは理事長）の見解，職員による協議，保護者・地
域の声の各点に関して，他園と比較してより重視し
ていると言われる私立幼稚園を選定し，アクション・
リサーチ実施園の経営条件の多様性を確保した。そ
の上で，前述の３の１）から５）に関して，選択既
存資料を活用しながら「⑵　説明内容」についてよ
り詳しく説明する資料を作成し，それを用いて，６
園の選定私立幼稚園において園内研修を行った結
果，保育実践そのこと，あるいは，保護者・地域の
人々にかかわる，今日における実効のある保育目標
の必要性が理解できている職員は，６割以上となっ
た。したがって，本研究の目的とした，わが国で最
初の，私立幼稚園職員を対象にした，その過半数に
実効のある保育目標明確化の必要性が理解できる説
明資料の概要は，開発できたと考えられる。前述の
３がそれである。
　最後に，本研究の限定性について考察する。３に，
実効のある保育目標明確化の必要性を説明するため
の資料の概要を示しているが，その概要を元に実際
の説明資料を作成したり，作成資料に基づき実際に
説明したりする人間が異なれば，理解できた職員の
割合が変わってくると考えられる。少なくとも，作
成して説明する人間は，説明資料の作成について一
定以上の訓練を積んでいると共に、説明内容にある
生涯発達や理想的成熟について具体例を示しつつ説
明できる人間である必要があると考えられる。また，
説明時間についても，本研究では約１時間を用いて
いるので，この程度の時間は必要であると思われる。
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